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問題
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問題
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正解
n問８（１）：２
n問８（２）：３
n問８（３）：２
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問８（１）で気になる⽤語は？

5



必ず覚えていただきたい分布：正規分布
n平均値を中⼼に左右対称の分布

p⾝⻑や体重といったデータの多くは正規分布に従うと⾔われている
ü個々のデータを表す時は平均値と標準偏差（SD）で形が決まる
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μ：平均値

σ：SD



標準化とは？どんなメリットがあるの？（問１再掲）

Z =
データ	 − 	平均値
標準偏差

標準化後、平均値＝０、標準偏差＝１の正規分布
（標準正規分布）に従うようになる



問８（１）の解説
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𝑍 =
データ	 − 	平均値
標準偏差

=
4800 − 4000

500
= 1.6

𝑍が1.6以上になる確率を求める！



標準正規分布と⾒⽐べる
n問題⽂の付録に標準正規分布がある
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正解：２



問８（２）の解説

nある年と、その前年の差の分布を考える必要がある
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𝑍 =
データ	 − 	平均値
標準偏差 差の標準偏差は

どう計算する？

0円800円



差の分散はどう求めるか？（独⽴の場合）
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𝑉 𝐴 − 𝐵 = 𝑉 𝐴 + 𝑉 𝐵 = 5001 + 5001

𝑍 =
データ	 − 	平均値

標準偏差
=

800	 − 0
5001 + 5001� = 1.13



標準正規分布と⾒⽐べる
n問題⽂の付録に標準正規分布がある
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正解：３



問８（３）で気になる⽤語は？
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独⽴
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独立である →		他の年の分布に左右されない

前年、前々年より高くなるかどうかはランダムに決まる



問８（３）の解説
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正解：２



この動画で学んだ⽤語
n正規分布

n標準化

n独⽴
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正解
n問８（１）：２
n問８（２）：３
n問８（３）：２
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